
            

日本では近年、地震、豪雨、台風、大雪などの災害が多発してます。

「命を守る行動をしてください！」とニュースでアナウンサーが言っておられるのを耳にしますが、

どのような行動をしたらいいのか？を考えたことありますか。

防災クイズをして、いざという時のための行動、備え等を考えていきましょう。

家族で防災について話をして頂く『きっかけ』にして下さい。

・災害時、非常時の連絡方法

（災害伝言ダイヤル、携帯電話、ドアに張りetc...）

・災害時、避難場所、避難通路

（避難場所、集合場所を決める、どこの道を通って避難場所へ行くetc...）

Ｑ１ テレビで「緊急地震速報」が、家にいると危険なのでゆれの発生と同時に外に出ました。

〇でしょうか？ ×でしょうか？

Ｑ２ 避難するときの服装は、動きやすいようになるべく身軽な薄着にする。

〇でしょうか？ ×でしょうか？

Ｑ３ 避難グッズを入れた「非常時持出し袋（リュック）」を急いで食料を入れられるように

台所に置いておく。 〇でしょうか？ ×でしょうか？

Ｑ４ 家族が離れ離れのとき大きな地震が起きました。携帯電話で連絡すればよい。

〇でしょうか？ ×でしょうか？

Ｑ５ 避難場所や災害に関する情報は、防災行政無線で確認するのが一番よい。

〇でしょうか？ ×でしょうか？

Ｑ６ 大人一人に必要な飲料水は一日３リットルです。

〇でしょうか？ ×でしょうか？

Ｑ７ 南海トラフなど巨大地震に備えて最低一週間分の非常食を用意するのがよい。

〇でしょうか？ ×でしょうか？

Ｑ８ 「避難勧告」「避難指示」のうち、一番危険が迫っているのは、「避難勧告」である。

〇でしょうか？ ×でしょうか？

Ｑ９ 防災の日は９月１日です。

〇でしょうか？ ×でしょうか？

Ｑ１０ ＮＴＴの災害用伝言ダイヤルの番号は171である。

〇でしょうか？ ×でしょうか？

防災クイズ

全１０問

カーペット掃除を上手にするコツ‼

〇敷きっぱなしのお家のカーペットの埃や汚れが気になりませんか？

「カーペットはどうやって掃除すればよいのでしょうか？

普段は掃除機で埃を吸うだけですよね！」

〇静電気を利用する方法

①カーペットに付いた埃や髪の毛を取るには静電気を利用します。

表面をこすって静電気を発生させ汚れや埃をくっけてとります。

ゴム手袋をしてカーペットの表面を上下左右にこする。

②ナイロン製のシャワーブラシで埃を掻き出すようにする。

※ポイントは静電気を発生させる素材をのものを選ぶことです。

〇静電気を利用しない方法

①たわしや木製のブラシでブラッシングし、汚れを掻き出す。

掻き出した後に粘着式クリーナーで汚れを取る

※ポイントは汚れを掻き出すことです。

気になりだすと…

【防災クイズの答え】
Ｑ１× 震度6-7クラスでは、まったく何もできません。机の下などに身を隠して、揺れの収まるまで待ちましょう。

Ｑ２× 避難するときの服装は、ケガから守るため夏でも長袖、長ズボンでできるだけ肌を出さないようにする。頭はヘ

ルメットや防災頭巾などで保護しましょう.

Ｑ３× すぐに取り出せるように玄関とか家の出入り口に近い場所に置いておく。車のトランク、外の物置など様々な場

所に置いておくと、自宅が被害を受けて取り出せなくても安心です。

Ｑ４× 災害時は携帯電話は通じないことがあります。家族で災害発生時の集合場所を決めておきましょう。

Ｑ５× 防災行政無線は場所によって聞こえづらいことがあります。電話、メール、ラジオなどいくつかの方法で情報を

入手できるように準備しましょう。

Ｑ６〇 大人1人に必要な量は３リットルくらいです。

Ｑ７〇 広域に被害が予想される災害に備えるには、一週間以上の確保が望ましいです。家族の人数に合わせて必要

な量を準備しましょう。

Ｑ８× 一番危険が迫っている場合は、「避難指示」の命令にあたるものです。「避難勧告」は住民に安全な場所へ

の立ち退きを促すものです。

Ｑ９〇 関東大震災（大正１２年９月１日）にちなみ、昭和35年にさためられました。

Ｑ１０〇 被災地への通信が増加して繋がりにくくなった場合に提供開始される声の伝言板です。


